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本匝本航ノV J、 岩本共 セ ーー ヲ 火地

岩域岩態 露 ノV 及水原 JV 運 伴 山 域

層 一 層 守 l:H 、 頁成 岩 毛 搬 ヒ 爆金
ノ 露 J、 見 ヲ ノ 岩岩 タ ノ セ 是後般

屠 出 又 JV j食 j伏 ノ ..，、 ノV J、 フ 等 ノ ーー

向 ミノ ーー ス 瞭累稲堅後 Lノ 賞亙
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開i二’輝 ノ ノ 一 J ・ 原 ヲ 出 ーー 磨灰凝
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ーー 石 一 ヲ ケ 係安藤 '} 車己 ヲ3 リ プ
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ジ ス v セ 層 ヲ ヲ 凝 匿l ジ JV 及 ア
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一 ノ ブ 、 9 ノ 石底 級 潜一
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五年ス地水全隔如道ニヘ岩岩 ノv I 

六 河 トノノクアク路 嘗 十 J、 ニ 約 ｜
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西 タ 士 間壊 J 、 ヲ 身 車豆 JV 見 、 フ ノ

方 ノV i也 一 セ 之 記延 費 ~ 、 ノV こ2 Lノ I司
今・で.，~ 究 於 ノv 一 連 一 ジ i可 ト 出 段、

於果 第 ブ ！？？挟 セ 通相 刃E三I 段 ナ ヌK －＇，、

ケ ナ ーー 切 甚 在 J 、 ス ｛実 Lノ ノ ク ノ 現

JV JV 東 石 タ セ t也 ノV プ 4局 貢！！ 歳税朕

n月－－ 

~、 方 ヲ 少 フ 質 街 之 ソ ク 月 度 一一
壊 ク 一 fili キ v ，，、 3立 ヲ 土 ナ ヲ 一 1/x. 
＿，、 人 E』 e

JV モ 或 第 上 攻砂 JV 経 ヨ 任

大 ブI 習h七 西 J 、 一 WT 究 ノ J、、 ；邑 リ セ

一 ヲ セ 入 島 民 キ己 々 ブ、 流 ク Jー，‘ 災 フ

ミ／ f:). ノV 町村域 層 一 ノV 下 ヰl~ JV 宝ιニ葛
ノV

ブ プ fir 一 ノ ーー 崩 ノ ヲ ~ ヲ 、

i之 之 一 ジ 西 亙 シ 主主 債 lリj ノ 於 惹 ーー一一
ヲ ヲ 筒． プ 方 Lノ ア 地 値 止 提 ブ 起 方合

法 防 所 西 ノv 主 ヲ ア J主 i坊 ノ、 ス プ

望 Jl: ア 方 ノ、 所 望 ノv JV ヲ 桔•t ノV ノ、

ス J主 '} 一 慮 ア 砂 メ ~、 ノ 以 木 ーー 出、
JV ノV 万臼三 見 々 ') 疋＇＂ヨf ') ジ

、、、
プ ノ 至 水、 、 、

ーー :3 v JV ーー 身 頁 j金 之 生 JV 

四 J也 岩 小崩 延 岩上 非 ヲ 長 円 、 i祭
J 、 容石丘壊 問 ヨ 一 ノv 保 ス ヨ？ シ

A五竜！？去 岩日吹Z ノ ノ 地 近 ') 於 ~、

ヰa是ρI ノV 司E ＇；叫，；「・

、
塊 ナ 地 緩 ア ，，、 成 ブ ク ヌ、 コ 幸 一
~ごL; フ 下 会；I・ リ 粒t ソ f北 堤 ;v 一 下、

‘ 品主 二λ 深 ・1! 西木集察 ｜ザj :3 現破流、



決

岩

等

ヨ

') 

ヲ3

ーー 如
ジ
、
西
島
村

. ·~ 

.7. 、
主主
JlU. 

u
ハ
ノ 崩

壊

西

方 段

？各

ノノ於

プ

セ

女H

:'5i-

富

士

川
M 

壊 成ヲノVノ、

Lノ去ジ所水

害
一ノ

ノv') 河

岸

ア犬、
ιa 甚

γ

南

都

留

郡

ヨ

') 

崩

壊

甚

γ

入

セ

比

較

的

低

ク

也4EJ 
ノ

ノV地

方 所

ア一
沿

J、、

') 於

ケ

ノV

一
雄

第タ

且ノVJV 

北ノVノス工ノツ-'E: jJ 

まu
紀

居

中
如

ク
一ーーモ2喜JV キ7J 

土

砂

進

メ

7J 

ノ

盤

落ーー

厚

全

部

埋

設

セ
ジ

於

ケ

ア J、

河

月三

I可

J!J 
察

_A 

まtキ奔

逸

ノ

ブノJV 

ノ、

第

三

紀

暦

及

御

坂

居

ノ

緩

斜

フ｝ミ

J、

所

々

甚

ジ

耕

地

8 -t"-

)lj 

流J、去

プ

ノ、壊－也，．作E桂

川

崩

壊

地

ヲ

望

ミ

殆

所

ーー

モ

ノ

フ

Jえヲ

j( 

甚

ジ

キ

敬
ヲ

ノ

ミ
、
共
他
特

ーー

一
河

流

ノ

ナ

ス
、
南
方
道
志

フ

J 、

フ

ス
、
而

JV 

ノV

ヲ

~ 

フ

キ

ーー

~号
ム

下

大

幡

ノ

ーー

記

至コ二7;

JV 

ス
、・泊

ナ南ーー

一
小

面

積ア~ メ』
l ヲ馬

蹄

形

ノ

四

ノ

土

地

と

動

セ
ジノ、s -;-

)lj 

ノ

所一セ

;V 

プ

容

易 jJ 

集

塊

岩
潟

メ

西

島

村

挫

フ

しノ

現

7
、竪
硬
－
一

岩

骨

ヲ

接

ジ

プ

岩上崩9 

荒

廃

状

態

一
足

U
F

、而

後

達

J 、

御

坂

層

ジ

ク

jJ 

フ

ン

ーー

ノ

足

ノv

S畦

入

日

市

場

一
復

蕎

工

事

中

ナ

一
見

一

JV 

ジ

ア

富

士

川

ノ

;v 

ぺ

第

三

ヲ

見

ヨ

成

ヲ

ソ於
－
ア
互

要

ス
、
谷
村
ノ

ヲ

ナ

ナ

ジ
、
御
坂
居

ノ

康
ヨp

ソ
、又

東

方

車己

居

Fε 相

戒

メ

西

方

大

JV 

入



花説士 嘉甚 分山 ジ アニ ニ 施 タ 地 ｜

向察砂ケジ解萩遁堅御 行詰漸
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11時
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